
道長は紙背に何を書いたのか。そもそもなぜ紙背に

文字を書くのか――

自筆本と写本の様々な差異はいかに生じるのか――

藤原道長の日記『御堂関白記』について、長年、先駆

的な研究を深めてきた著者による、論文（新作を含む）

からエッセイまでを蒐めたアンソロジー。

摂関期古記録における『御堂関白記』、特に自筆本と古

写本の特質を抽出し、その座標を確立することにより、『御

堂関白記』研究のみならず、古記録研究そのもの、また

摂関政治論や王朝文化論に資する学界待望の成果。
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